
（ 参 考 図 ）

■　歩道切下げ申請図(例)

※本図面は、歩道を切り下げる際の一例を示したものです。実際の申請にあたっては、現地をよくご確認ください。現地との差異が生じた場合承認取り消しの恐れがあります。

（現況平面図）

（計画平面図）

（現況横断図）

（計画横断図）
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隣接乗入からL=2.0m、かつ、隣地境界からL=1.0mを満たすこと。



（ 参 考 図 ）

■　歩道切下げ申請図(例)

※本図面は、歩道を切り下げる際の一例を示したものです。実際の申請にあたっては、現地をよくご確認ください。現地との差異が生じた場合承認取り消しの恐れがあります。
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（ 参 考 図 ）

■　歩道切下げ申請図(例)

※本図面は、歩道を切り下げる際の一例を示したものです。実際の申請にあたっては、現地をよくご確認ください。現地との差異が生じた場合承認取り消しの恐れがあります。

（現況平面図）

（計画平面図）

（現況横断図）

（計画横断図）
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道路法　24条関係

歩道部(歩行者、自転車用)

Ⅱ種(普通貨物自動車等(6.5t以下))

Ⅲ種(大型及び中型貨物自動車等(6.5t超え))

2.00%

Ⅰ種(乗用、小型貨物自動車)

＜セミフラットの場合＞

＜歩車道境界ブロック（両面R型）の場合＞

＜マウンドアップの場合＞

Ⅱ種 (普通貨物自動車等(6.5t以下)) : 乗入幅：7.0～8.0m (警察協議が事前に必要)

Ⅲ種 (大型及び中型貨物自動車等(6.5t超え)) : 乗入幅：8.0ｍ≦Ｗ≦12.0m

Ⅱ種 (普通貨物自動車等(6.5t以下)) : 乗入幅：7.0～8.0m (警察協議が事前に必要)

Ⅲ種 (大型及び中型貨物自動車等(6.5t超え)) : 乗入幅：8.0ｍ≦Ｗ≦12.0m

Ⅱ種 (普通貨物自動車等(6.5t以下)) : 乗入幅：7.0～8.0m (警察協議が事前に必要)

Ⅲ種 (大型及び中型貨物自動車等(6.5t超え)) : 乗入幅：8.0ｍ≦Ｗ≦12.0m

※透水性舗装の場合は横断勾配 i≦1.0％ とする。
※縦断勾配を設けることにより雨水等適切に排水できる箇所には横断勾配は設けないものとする。
※移動円滑化ガイドランに基づき必要な措置を講ずること。

（　参　考　図　）

（乗入幅：4.0m以下）

（乗入幅：7.0～8.0m (警察協議が事前に必要)）
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管理用の丁張り

１層目

※　施工管理は各層ごとに管理すること。
※　管理ポイントの各層ごとに状況写真、完了写真を作成すること。
※　管理ポイントの設定については、工事前に打合せを行なうこと。
※　盛土転圧は、締固め機械を使用し、十分に転圧を行なうこと。
バックホウのキャタピラ転圧のみは不可。タンパ、プレートのみによる締固め管理も不可。

※　十分な締め固め管理（写真）がない場合には、工事後の貫入試験が必要になりますので
　　十分に管理されて下さい。
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※路床部(路盤下1.0mを指す)の盛土転圧の管理は20cm以下とする。

(W/C：60%以下)

（ 参 考 図 ）

表　層　工

路　盤　工 再生クラッシャラン(RC-40)

張りコンクリート(18N/mm2)(W/C=60%以下)

道路区域外・張りコン仕上げ構成
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※路床部(路盤下1.0mを指す)の盛土材は良質土を使用すること。
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※溶接金網有

※車道部は舗装設計施工指針に準じて舗装構成を算出すること。

※（）内の数値については車両荷重が乗る場合



（　参　考　図　）

※隅切部を含めて横断側溝を布設すること

※側溝端に開口部を設けないこと

自由勾配側溝・流入接続部
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00頂板下100mm以上確保

この部位の製品サイズを１タイプ上げて対応
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0

接合部300×400

500程度
すりつけ長さ

側溝等・接続防護コンクリート施工標準図
S=1/20

※コンクリートは18N/mm2　W/C60%以下とする。
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蓋下100mm以上確保

この部位の製品サイズを１タイプ上げて対応
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製品本体より

製品本体より

L300

接続防護コンクリート

平 面 図側 面 図

側 溝

500程度
すりつけ長さ

※合流部は流入断面と蓋下の厚みを確保すること

1
00
以
上

L300

上面部は舗装の被り50mm分下げて施工する。

50 側 溝

※横断暗渠などで合流部内面まで製品を挿入した場合は不要

※現場打ちコンクリートにて処理する部分は、短い方の長さが10cm以上となるように確保すること。

※定着用として充分な配筋をおこなうこと。SD345を使用。ピッチはD13@100以下

10
0以
上

現場打ちにて処理

この様な施工は行わない事

※製品のカットは極力行わないこと。

自由勾配側溝・隅切り部詳細図
S=1/20

自由勾配側溝・流入接続部
S=1/100

平 面 図

配力筋を上部へ配置

主筋を下部へ配置

ctc100mm以下

ctc100mm以下

現場打ち蓋部・鉄筋配置一般図

※既設道路側溝は縦断用の為、横断側溝にて布設すること

※横断暗渠を用いる場合は、製品の土被りについて確認できる資料を事前に提出

（メーカーの構造図等を提出）

配力筋を上部へ配置

主筋を下部へ配置

ctc100mm以下

ctc100mm以下

※重ね継手長さ等については、道路橋示方所・同解説によるものとする。

桝 接 続 部側 溝 接 続 部

※泥溜は原則150mm設けること。

側 壁 ＋ 蓋 部蓋 部

（横断用）
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グレーチング蓋

ボルト固定式・ボルト部にゴムキャップ設置

自由勾配側溝300×300
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図面名

作成年月日

縮尺 図面番号 /

事業者名

施工承認参考図

苅　田　町

（T-25対応）

※1　製品により寸法が異なる場合があるため、メーカーに確認し標準図を添付すること。

※1

※1※1 ※1

※
1

※　　既設は原則縦断用側溝の為、横断側溝に変えること。

※　　建築確認条件に合うように施工を行うこと。

構　造　図 復　旧　図

※路盤厚が不明の場合最小が0.3ｍ ※路盤厚が不明の場合最小が0.3ｍ

6.00

3.
00

横断側溝

インバートコンクリート

基礎コンクリート

製品カット可能範囲を事前資料にて提出

※メーカーの構造図を提出

やむを得ず製品を切断する場合には

製品の切断長についてはメーカー確認のこと

基礎コンクリート(18N/mm2)

W/C=60%以下

再生クラッシャーラン
RC-40

埋戻材（RM25）

表層工（再生密粒Ａｓ13　t=50mm）

300mm以上掘削影響範囲300mm以上



（ 参 考 図 ）

■　セットバック(寄附)時の道路改良(例)

※本図面は、セットバックに伴う道路改良の一例を示したものです。実際の申請にあたっては、現地をよくご確認ください。現地との差異が生じた場合承認取り消しの恐れがあります。

（現況平面図）

（計画平面図）

（現況横断図）

（計画横断図）
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※路盤厚が不明の場合最小が0.3ｍ
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側溝移設　L=20.0m ※10ｍに1箇所グレーチングとする。

45°以下

視線誘導標(反射板Φ300程度)地先境界ブロック設置 視線誘導標(反射板Φ300程度)地先境界ブロック設置

0.5m 0.3m(0.35ｍ)

埋戻（RM25)

下層路盤(RC40)                t=20cm

上層路盤(RM25)                t=15cm

表層(再生密粒アスコン13)　  　t=5cm

セットバック部分

地先境界ブロック設置


